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１.研究の背景 

本校では平成 27 年度より「思考力・判断力・表現力」の育成を目的とした、課題に対して既習の学習内容

や自分の経験をもとに予想を立てたり、解決や検証の方法を考えていくような「活用型の授業」の研究を全

校体制で進めている。平成 28 年度はパナソニック教育財団の実践研究助成を受け、学習者の「視点の固定」

「視点の移動」「視点の切り替え」の３点を、ICT を活用して授業に仕組むことで校内全体での授業改善に取

り組んでいる。実際、助成金により整備を進めたタブレット端末 6台(iPad Air2)により、理科・美術科・保

健体育科等の学習において、学習者グループ（5〜6名）に 1台の環境下での実践が行われており、一定の成

果が感じられつつある。 

 一方、上記以外の教科における活用状況は決して良好とは言えない。今年度も教員の ICT 活用指導力の向

上に向けての校内研修や公開授業を実施してはいるものの、限られた回数、時間内の研修であり、また常時

使用可能な ICT 機器の不足(現状で校内における学習者用タブレット端末は iPad Air2 が 6 台)も相まって校

内全体の情報化推進には至っていない。特に ICT 機器の活用経験に乏しい教員においては、従来のような一

斉型校内研修ではICT活用指導力の改善や単独でのICTを活用した授業の実施は難しい状況にあると言える。 

 

２.研究の目的 

本研究では、昨年度活用が不十分であった教科から活用経験に乏しい教員を研究推進メンバーに選出し、

授業前後での One to One でのサポート及び授業実践時の ICT 支援を実施しつつ、それらの取り組みを校内全

体研修で共有することで校内全教員の教科指導における ICT 活用指導力のボトムアップを狙いとして取り組

みを進める。One to One サポートと授業時の ICT 支援の並行実施により、短期間での利活用スキルの定着

や ICT 活用指導力の向上、さらには教科指導における継続的な活用が期待できる。また、学校用 SNS である

ednity（エドニティー）での教員間コミュニケーションを通じて、ICT 活用への意識向上を図り、校内全体

で学び続けるコミュニティの継続・拡大・普及を目指し、同校教員の ICT 活用指導力の大幅な向上、ひいて

は校内全体の教育情報化を強く推進したいと考えた。 
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３,研究の経過 

平成２９年 ４月 校内推進委員会の立ち上げ 

平成２９年 ５月 第一回校内研修会、事前質問紙調査 

         （授業における ICT 支援の内容と方法の共有） 

平成２９年 ６月 第一期 One to One サポートと ICT 支援による授業実践 

         （第二学年 理科） 

平成２９年 ７月 第二期 One to One サポートと ICT 支援による授業実践 

         （第二学年 数学） 

平成２９年 ８月 第二回校内研修会 

         （１学期の ICT 支援の実践報告と共有） 

平成２９年１０月 第三期 One to One サポートと ICT 支援による授業実践 

         （第一学年 音楽） 

平成２９年１１月 全日本教育工学研究協議会 研究発表 

 

平成２９年１２月 第四期 One to One サポートと ICT 支援による授業実践 

         （第二学年 技術） 

平成３０年 １月 第三回校内研修会 

         （教師用 iPad の発展的な活用方法） 

平成３０年 ２月 第五期 One to One サポートと ICT 支援による授業実践 

         （第二学年 総合的な学習） 

平成３０年 ３月 事後質問紙調査、研究のまとめ 研究報告書作成 

 
４.代表的な実践 

A: ICT 活用経験の少ない教員への、授業前後の One to One サポート 

  校内において ICT 活用経験が少ない教員を中心に参加を呼

びかけ、５月の第一回校内研修会を開催した。研修会では、本

研究の概要に加え、具体的にどのような ICT 機器が使用可能で、

どのような ICT 支援が行えるのかについて伝達を行った（図

１）。iPad を使用するのが初めての教員も多く、右の写真のよ

うに推進メンバーを各テーブルに配置し、各テーブルごとに簡

単な機能を確認したり、各教科における使用場面について協議

を行った。この校内研修会を通じて、年間の授業実践において

One to One の ICT 支援を実施する教員を決定した。 

  

図１ 第一回校内研修会の様子 
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 次に、校内研修会にて決定した各教員と個別に協議する機会

を設け、さらに iPad でどのような授業実践が可能になるかに

ついて授業実践の見通しを深めつつ、各教科に応じた活用方法

の提案を個別に提案した（図２）。 

第一期の授業実践を予定している理科に関しては、昨年度ま

での生徒用 iPad の実践を踏まえ、液晶ディスプレイやプロジ

ェクターといった提示装置や無線 LAN ルータの Wi-Fi 環境が

すでに整っている理科室における実践を前提に、スライド作成

やアウトプット場面における生徒用 iPad としての活用につい

て具体的な ICT 支援に向けてサポートを行った。 

 第二期の数学科に関しては、Wi-Fi 環境がなく、可動式のデ

ィスプレイ１台での授業実践になることを想定し、教材提示を

主とした活用方法を提案しつつ、Apple TV を活用したワイヤ

レス投影や、うまくいかない場合の有線での投影についての

ICT 支援に向けてサポートを行った（図３）。 

第三期の音楽科に関しては、音楽室での実践を想定し、iPad

をスピーカーに接続して動画を視聴する鑑賞の授業を提案し、

機器の接続やメディアの取得方法についてサポートを行った。 

 第四期の技術科に関しては、Apple 社がリリースしているプ

ログラミング用アプリケーション「Swift Playground」の活用

を提案した。プログラミングの基本的な考え方をスライド提示

で説明しつつ、生徒が iPad で「Swift Playground」を操作す

る際にサポートを行った。 

 第五期の総合的な学習に関しては、人権学習における ICT 活

用を計画し、第二学年の各学級担任全員への ICT 支援を提案し

た。具体的には、動画の提示と協働学習支援アプリケーション

である「ロイロノート・スクール」を活用した生徒の意見集約

と共有の２点について iPad の活用を提案し、実際の授業では

ロイロノート・スクールの操作全般をサポートした（図４）。 

 

 

 

 

 

  

図２ 個別サポートの様子 

図３ 数学科の個別サポートの様子

図４総合的な学習の 
個別サポートの様子 
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B:研究推進メンバーの授業実践 

（１）理科における実践 

理科の実践では、iPad を活用した実験・観察の結果の撮影や

動画の提示、実践期間の最後には生徒自身がプレゼンテーショ

ンアプリケーションである Keynote を用いてスライドを作成

し、グループ内で互いに伝え合う活動を授業実践に取り入れた。

図５は生徒が作成したスライドを進めながら説明している様子

である。活動では、生徒が実験結果を写真で示しつつ、生じた

化学変化を原子モデルで表現する。ICT 支援員は Keynote 上で

書き込む方法や、順に表示するアニメーション設定の方法など

をサポートしつつ、授業者は内容の助言や実験観察に関する資

料の提示を並行して行い授業を進めた。 

（２）数学科における実践 

数学の実践では、ロイロノート・スクール上で、PDF ファイルで取り込んだ数式に直接書き込む方法や、iPad

上で作図した図形に書き込む方法などを事前に授業者と One to One でトレーニングしたのちに実践に授業

では事前に ICT 支援員が iPad と液晶ディスプレイの接続（授業

に応じて無線・有線を切り替えて）を行い、数式の解法や図形

の提示は授業者自身が行った。図６は授業者が液晶ディスプレ

イに提示した図形を生徒用 iPad にも配信し、考え方をグループ

で共有している様子である。授業者が提示したり、書き込んだ

りする方法を事前に習得していたことで、授業中は ICT 支援員

が授業者ではなく生徒をサポートすることができ、単なる提示

型の授業から、生徒用 iPad に教材を配信したり、配信した教材

に書き込んだりする活動へと高めることができた。 

（３）音楽科における実践 

 音楽科の実践では、授業実践に向けて音楽室の ICT 環境整備

の支援を中心に行った。音楽室に設置されている大型スピーカ

ーから iPad の音声を出力できるよう、チューナーと iPad を有

線接続し、且つ映像がプロジェクターに出力されるよう整備を

行った。また同時に映像再生の方法や動画編集アプリケーショ

ンである iMovieを活用して事前に映像を編集する方法を授業者

と共にトレーニングした。授業では、授業者が準備した動画を

ICT 支援員が生徒用 iPad に配信し、鑑賞した後、生徒が互いに

感想を伝え合う活動を行った（図７）。 

（４）技術科における実践 

 技術科では、プログラミング学習の試行段階の実践に取り組んだ。事前の One to One サポートにおいて

iPad で操作できるボール型ロボット Sphero の演示方法やプログラミンが学習できる Swift Playground の

インストール方法や使用方法について授業者に提案した。 

  

図５ 生徒が作成したスライド 

図６ 解法を説明する様子 

図７ 動画を見ながら感想を伝え合う様子
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 授業では授業者の Sphero の演示操作のあと、プログラミン

グの概念の講義に加え、生徒用 iPad での Swift Playground の

体験が行われた（図８）。 

（５）総合的な学習における実践 

 総合的な学習では、第二学年３学期の人権学習にて ICT 活用

を試みた。人権学習では生徒個々の思いや考えを共有すること

が思考を深める上で効果的な活動であると位置づけ、協働学習

支援アプリケーションであるロイロノート・スクールの提出・

閲覧機能の活用を提案した。加えて、これまでの One to One

サポートとは異なり、第二学年の担任全員の授業における iPad

の活用を提案し、事前にロイロノート・スクールの基本的な使

用方法や動画の提示方法など、できる限り授業者が iPad を使

用しながら授業を進められるよう、ICT 支援員を中心としたト

レーニングを行った。この結果、図９に見られるように大半の

授業場面で授業者自身が iPad を手に授業を進め、ICT 支援員

はロイロノート・スクールの提出時の生徒サポートや選択提示

する際のサポートを行った。 

 
C:校内研修における One to One サポート及び ICT 支援の取り組みの共有 

 第二回の校内研修では、第二期までの授業実践の様子を中心

に、校内全体で実践状況の共有を行った。方法としては図１０

にあるように ICT 支援員を務めた研究代表者が各実践の様子

を動画や画像で伝えつつ、各授業者からのコメントを交えて伝

達した。また、実際に授業で活用されたロイロノート・スクー

ルや Keynote、iMovie といったアプリケーションの紹介やグル

ープ単位での活用体験を行った。 

 第三回の校内研修会では、次年度以降の校内における iPad

活用の拡大と進展を図る目的で、ICT 支援員である研究代表者

が授業公開を行い（図１１）その後授業研究協議を行った。公

開授業では、ロイロノート・スクールを用いた画面配信や教材

の一斉配布に加え、表現活動における iPad の活用方法といっ

た発展的な活用方法を授業に取り入れて行った。その後の研究

協議では、参加した教員に iPad を配布し、実際にアプリケー

ションを操作しながら授業の中での活用方法について伝達しつ

つ、それぞれの教科においてどのように活用できるかについて

グループ協議を行った。 

 
  

図８ 「Swift Playground」を行う様子 

図９ 授業者が iPad を操作する様子 

図１０ 第二回校内研修会の様子 

図１１ 研究代表者による公開授業 
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５.研究の成果 

 本研究の事前事後における教員の ICT 活用指導力の向

上について検証するため、研究開始段階である平成 29 年

5 月及び平成 30 年 3 月に質問紙調査を実施した。設問に

ついては、例年実施されている「学校における教育の情報

化の実態等に関する調査」において実施される教員の ICT

活用指導力の状況調査における B 項目：授業中に ICT を

活用して指導する能力及び C 項目：児童生徒の ICT 活用

を指導する能力の全８項目を使用した。結果を図 12 に示

す。いずれの設問においても校内全教員の平均値が上昇し

ていることがわかる。特に B 項目における資料の提示やメ

ディア活用といった基本的な活用に関する項目において

顕著な変化が見られることからも、本研究の一定の成果が

感じられた。 

 
６.今後の課題・展望 

 本研究を通じて、校内の教育情報化の推進に一定の効果が認められ、年度末である３月現在、実際に日々

の教育活動において iPad をはじめとする ICT 機器を活用する教員が増加したことが実感できる。業間や放

課後のちょっとした時間に行われる教員間のコミュニケーションを通じて推進メンバーの活用に刺激を受け、

自ら活用を始めた教員も多く見られる。今年度の研究において作り出せた活用を広げるコミュニティーを今

後も継続することで、本研究をスタート地点とした教育情報化の推進を今後も継続していきたいと考えてい

る。 

 
７.おわりに 

 本研究の推進にあたり、研究助成いただいたパナソニック教育財団にこの場を借りて深く御礼申し上げる。 

図１２ 事前事後の質問紙調査結果 


